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今回と次回のあじけんスコープでは、昨年秋から新たに当校の日本語講師に加わった 2 名の力強 

  い新メンバーを皆様に紹介させて頂きたいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

今月の実習生は、日本の「ふりかけ」が大好物という中国

からの実習生、陳明月（チン メイゲツ）さんを紹介させて

いただきます。 

私は日本のスーパーで、「ふりかけ」を買って、食べて以来、

日本のふりかけが大好きになりました。特に海苔かつお味と、

のりたま味が私のおススメです。中国にもふりかけのような

食べ物がありますが、私は、日本の方がおいしいと思います。

ご飯を食べる時は、必ずこのふりかけをかけて食べています。

ふりかけをかけて食べるご飯は、私の毎日の楽しみになって

います。 陳明月（チン メイゲツ） 

はじめまして。久野千鶴子(ひさのちずこ)と申します。私は、 
これまで中学・高校で国語を教えてきましたが、実は、若い頃から 
海外で日本語教師になることを夢見ておりました。子供たちが自分 
たちのやりたい道に進んでいる今、かつての夢に再チャレンジ。 
先ずは、日本語教師ボランティア養成講座に通い、数年前に、 
地域の日本語教室でボランティアとして、日本語講師デビューを 
果たしました。その後、縁あって、きぼう国際外語学院で、憧れの 
日本語教師となり早半年、熱い日々を過ごさせていただいております。 
実際、実習生の皆さんと日本語を学習してみると、時間が経つのが 
とても速いのです。スポンジが水を吸い込むように日本語を吸収してい 
く彼らの熱意にこちらが巻き込まれて、瞬く間に時間が過ぎていきます。また、私がかつてボランティア講
師をしていた日本語教室に来ていた生徒さんのなかに、技能実習生がいたことを、本校で日本語を教えるよ
うになって気が付きました。実習生の皆さんにとって、実習をしながら、更に日本語を身に付けようと学習
し続けることが、とても難しいことを知っているからこそ、ここにいる間に、あれもこれもと教え込みたく
なっている私がいます。そして、今日もまた、熱い早い時間が過ぎていきます・・・。 
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実習生寮の裏庭
のあじけん桜。
今年も綺麗な花
が咲きました。 

4 月 1 日撮影 

2015 APRIL 
VOL.88 

あじけんスコープ Vol.31 ～あじけん講師ファイル～！～ 

 4 月に入りました。待ちに待った春の到来です！と言いたいところですが、先週は季節はずれの雪
が降るなど、今年はまだまだ肌寒い日が多いように感じます。「春に三日の晴れなし」と言われるよ
うに、天候も変わりやすく、体調管理が難しい時期です。それでも、実習生の皆さんは、元気いっぱ
い。雪も桜も同時に見られた！と大喜びでした。週末には小山市の桜の名所・城山公園で、お花見や
露天での飲食を楽しみ、日本文化を体験した実習生の皆さんも多かったようです。  

日本では、4 月は始まりの季節。本校日本語講師・スタッフ一同、新年度のスタート！という思い
で、気持ちも新たに、実習生の皆さんの日本語学習をサポートしていきたいと思っております 



    あ じ け ん 通信      2015 APRIL Vol.88  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

   

～ あんぜん、あんぜん ～ 

※ 当校ホームページ http://www.ajiken.jp/ から「あじけん通信」 

バックナンバーもご覧になれます 

 

今月のあじけん流日本語授業は、技能実習での「安全」をテーマに行なわれている授業をご

紹介いたします。この授業で、実習生の皆さんは、技能実習において最も大切なことは、「あん

ぜん」であることや、自らの「あんぜん」を確保する為に必要な保護具の名称や、正しい装着

の仕方等を学びます。また、いわゆる「５Ｓ」の中で、安全確保と関連が深い整理・整頓の大

切さや、作業手順の遵守等も学習します。まだ初級レベルの日本語力の学習者への安全教育は、

一見難し過ぎる指導内容と思われるかもしれません。しかし、愛する家族を母国に残し、日本

で技能実習に臨む実習生の皆さんにとって、実習現場での「あんぜん」は、最も身近で、切実

なテーマと言えます。その為、授業に取り組むモチベーションが他の学習項目の時と比べて、

格段に高くなり、その結果、授業に対する集中度や理解度がおのずと高くなります。また、上

の写真でご紹介させて頂いているように、レアリア（実物教材）を用いることで、実習生の皆

さんが、より具体的かつ体験的に、保護具の名称や正しい装着の仕方が学べるような配慮もな

されているので、授業についてこられなくなる実習生はほとんどいません。また、授業では「あ

んぜん」という言葉を、講師が身ぶり手ぶりを交えて、意識的に、何度も何度も繰り返し口に

します。こうすることで、実習生の皆さんに、「あんぜん」と言う言葉の意味の重要さを、メッ

セージとして伝えることが可能となります。学習者の実情に即した実践的な内容なので、実習

生の皆さんにも人気の授業になっています。 

 

ボタン、とめる。ボタン、とめる。

あんぜん、あんぜん ヘルメット、かぶる。 

あたま、あんぜん、あんぜん。 

 


